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観
光
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
に
は
、「
海
・
港
」
や
「
赤
れ
ん
が
」
を
は
じ
め
と
し
た
自
然
・
歴
史
・
文
化
な
ど
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
い
地
域
資
源
が
豊
富
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
本
市
が
未
来
へ
向
け
て
大
き

く
飛
躍
す
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
イ
ヤ
ー
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
基
礎
固
め
を
さ
ら
に
押
し

進
め
な
が
ら
戦
略
的
な
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
24
回
は
、
観

光
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
と
観
光
消
費
額
の
増
加

　
7
月
18
日
、
念
願
で
あ
っ
た
京
都
縦
貫
自
動

車
道
が
全
線
開
通
し
、
舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
と

併
せ
た
高
速
道
路
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
観
光
周
遊
ル
ー
ト
に
よ
る

観
光
客
数
や
観
光
消
費
額
の
増
加
が
期
待
さ
れ

る
中
、こ
れ
ま
で
以
上
に
「
海
の
京
都
観
光
圏
」

と
し
て
の
本
市
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
府
北
部
5
市
2
町
で
開
催
し
て
い

る
「
海
の
京
都
博
」（
写
真
１
）
の
関
連
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
ま
ち
歩
き
」「
ま
ち
体
験
」
な

ど
を
行
う
「
ま
い
づ
る
ま
ち
博
」
を
開
催
。
ク

ル
ー
ズ
船
受
け
入
れ
事
業
な
ど
で
増
加
す
る
外

国
人
観
光
客
も
含
め
、
に
ぎ
わ
い
を
商
店
街
な

ど
の
ま
ち
な
か
へ
拡
大
し
、
観
光
消
費
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
（
図
１
）。
ま
た
、
文
化

財
と
な
っ
て
い
る
地
域
の
伝
統
行
事
な
ど
、
ま

ち
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
や

舞
鶴
・
伊
根
間
の
港
を
巡
る
遊
覧
船
の
運
航
な

ど
海
を
活
か
し
た
観
光
振
興
も
促
進
。今
後
も
、

「
ま
い
づ
る
ま
ち
博
」
の
通
年
実
施
を
検
討
す

る
な
ど
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
指
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
舞
鶴
」
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

　
本
市
の
平
成
26
年
の
観
光
入
込
客
数
は
２
３

１
万
人
（
図
２
）。「
海
・
港
」
と
「
赤
れ
ん
が
」

を
シ
ン
ボ
ル
イ
メ
ー
ジ
と
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る

地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
た
こ
れ
ま
で
の

取
り
組
み
に
よ
り
、
観
光
入
込
客
数
を
は
じ
め

と
し
た
交
流
人
口
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
も
さ
ら
な
る
観
光
ブ
ラ
ン
ド
力
の
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
、
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

の
も
と
、
首
都
圏
や
京
阪
神
な
ど
で
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
（
写
真
２
）。
舞
鶴
か
に
R

や
カ
キ
、
舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
水
産
物
や
万

願
寺
甘
と
う
、
舞
鶴
茶
を
は
じ
め
と
す
る
農
産

物
な
ど
、
優
れ
た
地
元
食
材
の
「
食
」
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
魅
力
で
あ
る
海
上
自
衛
隊
と
連
携
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し
た
海
軍
ゆ
か
り
の
地
域
資
源
の
新
た
な
ブ
ラ

ン
ド
化
を
進
め
る
な
ど
、
誘
客
拡
大
に
向
け
た

ブ
ラ
ン
ド
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域
活
性
化

　
10
月
12
日
に
は
、
今
年
で
3
年
目
と
な
る
赤

れ
ん
が
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
。
赤
れ
ん
が

倉
庫
群
や
海
上
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
基

地
、
北
吸
岸
壁
を
走
る
全
国
に
も
類
を
見
な
い

コ
ー
ス
を
２
，
３
７
５
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
疾
走

し
ま
し
た
（
写
真
3
）。

　
ま
た
、
４
月
の
ジ
ュ
ニ
ア
ク
イ
ー
ン
ズ
カ
ッ

プ
レ
ス
リ
ン
グ
選
手
権
大
会
や
８
月
の
全
国
高

校
総
体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
大
会
な
ど
の
大
規
模

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
は
、
選
手
を
は

じ
め
と
し
た
多
く
の
参
加
者
が
本
市
を
訪
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
の
促
進
と
観
光
消
費

の
拡
大
が
期
待
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

舞
鶴
版
地
方
創
生
の
推
進

　
本
年
５
月
に
は
、
全
国
で
７
番
目
の
策
定
と

な
る
舞
鶴
版
地
方
創
生
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
公
表
。「『
交
流
人
口
３

０
０
万
人
・
経
済
人
口
10
万
人
』
都
市
・
舞
鶴
」

の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
方
向
性
を
明
確
に
打

ち
出
し
ま
し
た
。
７
月
21
日
に
は
、
産
官
学
金

労
言
（
※
）
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
団
体

で
構
成
す
る「
舞
鶴
市
み
ら
い
戦
略
推
進
会
議
」

を
設
立
。
20
年
後
30
年
後
の
元
気
な
舞
鶴
を
築

く
た
め
、
各
々
が
主
体
と
な
り
総
合
戦
略
に
あ

る
「
想
い
」
を
共
有
し
な
が
ら
地
域
一
丸
と
な

っ
て
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
（
写
真

４
）。

日
本
有
数
の
一
大
交
流
拠
点
づ
く
り

　
市
で
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
伴
う
地
域
経

済
の
活
性
化
、
雇
用
の
創
出
な
ど
を
目
指
す
地

方
創
生
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

市
の
貴
重
な
地
域
資
源
で
あ
る「
海・港
」と「
赤

れ
ん
が
」
な
ど
を
活
か
し
た
交
流
拠
点
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
周
辺
か
ら

潮
路
通
り
ま
で
の
エ
リ
ア
を
日
本
有
数
の
一
大

交
流
拠
点
に
す
る
「
舞
鶴
市
赤
れ
ん
が
周
辺
等

ま
ち
づ
く
り
構
想
」
の
策
定
に
着
手
。
10
月
9

日
に
「
構
想
策
定
懇
話
会
」
を
設
置
し
、
市
民

お
よ
び
専
門
家
の
皆
さ
ん
か
ら
幅
広
く
意
見
を

聞
き
、
基
本
構
想
を
平
成
28
年
度
末
ま
で
に
策

定
す
る
予
定
で
す
（
写
真
５
）。

未
来
の
輝
か
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
や
各
団
体
の
協
力
を

得
て
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
本
市
の
素
晴
ら
し
さ
を

磨
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
海
や
港
、

赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
を
核
と
し
た
観
光
戦
略
拠
点

な
ど
の
開
発
や
「
海
の
京
都
エ
リ
ア
観
光
総
合

窓
口
」
と
し
て
の
機
能
強
化
に
努
め
る
な
ど
、

さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
未
来
に

誇
れ
る
輝
か
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

▲写真１：海の京都博開会式典

▲写真２：首都圏観光プロモーション（東京プレミアムランチ）
　　　　　の様子

▲写真３：赤れんがハーフマラソン 2015

▲写真４：舞鶴市みらい戦略推進会議▲写真５：舞鶴市赤れんが周辺等まちづくり構想策定懇話会

観光消費額の増加
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図１：観光消費額の推移

観光入込客数の増加
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図２：観光入込客数の推移

（※）産官学金労言：産業界、行政機関、教育機関、金融機関、労働団体、メディアのこと
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